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平
成
十
七
年
九
月
三
十
日
付
け

で
、
香
川
地
区
に
伝
わ
る
獅
子
舞

が
、
洞
爺
村
無
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
、
十
月
四
日
、
洞
爺
村
文
化

財
指
定
書
の
交
付
式
が
総
合
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

香
川
地
区
の
獅
子
舞
は
、
明
治

三
十
四
年
頃
移
住
し
た
方
々
が
故

郷
を
し
の
び
、
明
治
三
十
六
年
に

香
川
県
の
財
田
を
源
流
と
す
る
獅

子
を
導
入
し
、
五
穀
豊
穣
と
家
内

安
全
を
祈
っ
て
、
神
社
祭
典
な
ど

で
奉
納
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
二
十
三
年
の
火

災
で
道
具
類
が
焼
失
し
活
動
が
途

絶
え
、
過
疎
化
や
高
齢
化
で
復
活

の
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
、
香
川
地
区
の
開
拓
百

年
と
な
る
平
成
元
年
ま
で
に
復
活

さ
せ
よ
う
と
、
昭
和
六
十
二
年
洞

爺
村
香
川
獅
子
舞
保
存

会
が
結
成
さ
れ
獅
子
舞

が
復
活
し
ま
し
た
。

式
で
は
、
洞
爺
村
教

育
委
員
会
蓮
井
委
員
長

よ
り
交
付
を
受
け
た
同

保
存
会
の
山
田
侑
敬
会

長
が
、「
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。
若
い

人
と
力
を
合
わ
せ
、
獅

子
舞
を
守
っ
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

十
月
十
五
日
、
高
橋
建
設
社
員

の
皆
さ
ん
が
、
村
内
に
設
置
さ
れ

た
ぐ
る
っ
と
彫
刻
公
園
の
彫
刻
十

六
基
の
う
ち
岩
屋
地
区
の
彫
刻
を

除
く
十
四
基
の
彫
刻
清
掃
に
汗
を

流
し
ま
し
た
。

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
開
催

中
の
洞
爺
村
国
際
彫
刻
ビ
エ
ン
ナ

ー
レ
に
訪
れ
る
観
光
客
も
多
い
こ

と
か
ら
、
ま
た
同
社
の
秋
期
安
全

大
会
に
合
わ
せ
地
域
貢
献
事
業
と

し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

清
掃
は
、
社
員
四
十
人
が
三
班

に
分
か
れ
て
実
施
さ
れ
、
彫
刻
に

水
を
か
け
、
ブ
ラ
シ
や
雑
巾
で
こ

び
り
つ
い
た
汚
れ
を
落
と
し
て
い

ま
し
た
。

十
月
十
五
日
、
秋
晴

れ
に
恵
ま
れ
、「
洞
爺
村

史
跡
め
ぐ
り
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
」（
洞
爺
村
教
育

委
員
会
・
健
康
づ
く
り

推
進
員
会
・
虻
田
町
教

育
委
員
会
共
催
）
が
、

虻
田
町
民
の
皆
さ
ん
を

中
心
に
三
十
数
名
が
参

加
し
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
は
、
洞
爺
村
と
虻
田

町
の
共
同
開
催
で
行
わ

れ
、
参
加
者
は
村
内
の

６
箇
所
（
浮
見
堂
、
郷

土
資
料
室
、
洞
爺
八
幡
神
社
、
老

三
樹
、
役
場
、
頌
徳
碑
）
の
史
跡

や
文
化
財
を
め
ぐ
り
、
史
跡
に
ま

つ
わ
る
説
明
を
聞
き
問
題
を
解
き

な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
最
後
に
洞
爺
村
国
際
彫

刻
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
彫
刻
を
鑑
賞

し
て
、
健
康
ウ
ォ
ー
ク
と
と
も
に

芸
術
の
秋
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

香
川
獅
子
舞
が
洞
爺
村

無
形
文
化
財
に
指
定

彫
刻
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

高
橋
建
設
社
員

史
跡
め
ぐ
り
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

虻
田
町
と
共
同
開
催

指
定
書
を
持
つ
香
川
獅
子
舞
保
存
会
山
田
代
表

彫
刻
清
掃
に
汗
を
流
し
た
高
橋
建
設
社
員
の

皆
さ
ん

浮
見
堂
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
史
跡
め
ぐ
り

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー


